
高
皇
産
霊
神
社

館
山
市
高
井
字
下
宮
作
一
七
五

た

か

み

む

す

び

高
皇
産
霊
尊「
高
御

産
巣
日
神
」と
も「
高

地域の人々が一体となって行われる盆踊り大会

高井・高皇産霊神社（左）と莫越山神社（右）   共に鶴谷八幡宮へ入祭「やわたんまち」出発前の晴れやかな輿丁たち

安全な渡御を祈念した神事

神輿を先導する猿田彦の神鶴谷八幡宮入祭後、御仮屋に鎮座

祭
神

　

創
建
は
不
詳
。鶴
谷

八
幡
宮
は
鎌
倉
時
代

由
緒

地
域
の
自
慢

に
府
中
か
ら
八
幡
に
遷
座
し
、国
司
祭

に
於
い
て
莫
越
山
神
社
の
神
輿
が
高
井

神
社
で
休
憩
さ
れ
て
い
た
事
や
、善
浄

寺
の
本
尊「
地
蔵
菩
薩
立
像（
鎌
倉
時
代

末
か
ら
南
北
朝
期
の
も
の
と
さ
れ
る
）」

か
ら
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
あ
る
い
は

江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
ま
で
に
は
、現
地

に
遷
座
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。石
灯
籠

に
は
、嘉
永
二
年
楠
見
浦
石
工
田
原
長

佐
衛
門
作
の
銘
有
り
。

　

高
井
地
区
は
白
張
や
鯉
口
シ
ャ
ツ
に
白
い

足
袋
、黒
字
に
黄
色
い
高
井
の
字
と
赤
の
旭
日

模
様
の
手
甲
に
白
と
あ
ず
き
色
の
旭
日
模
様

の
鉢
巻
を
巻
い
た
統
一
さ
れ
て
い
る
衣
装
に
な

り
ま
す
。近
年
で
は
神
輿
大
改
修
し
た
際
に
四

本
柱
を
交
換
し
、交
換
前
の
四
本
柱
を
木
札
に

し
て
焼
印
さ
れ
た
木
札
を
首
か
ら
下
げ
る
の

も
衣
装
の
一
つ
と
な
り
皆
同
じ
衣
裳
に
身
を

包
み
祭
礼
が
始
ま
り
ま
す
。

　

や
わ
た
ん
ま
ち
安
房
国
司
祭
へ
神
輿
渡
御

す
る
際
に
は
莫
越
山
神
社
と
二
基
で
出
祭
す

る
の
で
す
が
、渡
御
の
際
に
、天
狗
と
お
練
り

演
奏
を
行
い
な
が
ら
の
渡
御
が
現
在
で
も
伝

統
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
青
年
部
の
演
奏
者
達

が
神
社
集
会
場
に
集
ま
り
、笛
・
鼓
・
大
太
鼓
の

練
習
に
励
み
、祭
礼
当
日
早
朝
に
奏
楽（
笛
・

鼓
・
大
太
鼓
）を
し
な
が
ら
の
御
霊
遷
を
行
い

発
輿
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。神
輿
渡
御
の
際

の
お
練
り
は
笛
・
大
太
鼓
を
演
奏
し
な
が
ら
天

　

江
戸
期
よ
り
の
倣
い
で
、莫
越
山

神
社
の
神
輿
と
二
基
、社
旗
、五
色

旗
、高
張
提
灯
、真
榊
、猿
田
彦
、奉

楽
、辛
櫃
、宮
司
、役
員
等
と
行
列
を

組
み
、八
幡
宮
へ
と
入
祭
す
る
祭
事

を
今
も
続
け
て
き
た
事
が
、な
に
よ

り
の
自
慢
で
す
。明
治
二
十
五
年
、

二
代
目
の
神
輿
を
作
っ
て
以
来
、何

度
と
な
く
修
理
修
復
し
、そ
の
都
度

地
区
の
人
達
の
篤
い
思
い
が
随
所

に
見
ら
れ
る
、重
く
、彫
り
物
が
冴

え
る
神
輿
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
の
八
月
の
第
一
土
曜
日

に
は
高
井
地
区
盆
踊
り
大
会
が
行

●
宮
司
：
酒
井
昌
義

●
例
祭
日
：
九
月
十
四
日

●
神
事
：
九
月
十
五
日（
安
房
国
司
祭
に
出
祭
）

●
本
殿
：
瓦
葺
神
明
造

●
鳥
居
：
明
神
鳥
居

●
境
内
坪
数
：
二
百
四
十
六
坪

●
氏
子
数
　
五
百
三
十
四
戸

木
神
」「
産
霊（
む
す
び
）」の
文
字
に
示

す
よ
う
に
天
地
万
物
を
生
成
す
る
力

を
神
格
化
し
た
神
。昭
和
初
期
に「
菅

原
道
真
公
」を
合
祀

わ
れ
て
い
ま
す
。高
井
地
区
の
盆

踊
り
は
昼
か
ら
青
年
部
三
十
名
程

で
準
備
を
行
い
、夕
方
か
ら
徐
々

に
地
区
の
方
が
集
ま
り
ま
す
。焼
き
そ
ば
、イ
カ
焼

き
、か
き
氷
や
金
魚
す
く
い
、く
じ
引
き
な
ど
十
種

類
以
上
の
模
擬
店
に
は
毎
年
行
列
が
出
来
き
、青
年

部
の
メ
ン
バ
ー
は
大
忙
し
に
な
り
ま
す
。子
供
た
ち

と
の
交
わ
り
が
あ
り
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
も
忙
し

い
の
を
忘
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、踊
り
子
た
ち
に
よ
る
踊
り
と
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
神
社
の
境
内
に
は
地
区
の
人
達
を
含
め
、延

べ
五
、六
百
人
程
が
集
ま
る
盛
大
な
盆
踊
り
大
会
が

開
催
さ
れ
、区
民
の
良
き
想
い
出
と
な
る
一
コ
マ
で

も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
、四
月
に
は
花
見
、六
月
の
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
、七
月
の
高
井
子
供
会
祭
礼
、十
月
と
二
月
に

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
と
多
彩
な
行
事
が
行

わ
れ
、手
甲
、鉢
巻
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
旭
日

の
よ
う
に
、輝
き
が
増
す
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

安
房
国
司
祭
出
祭

狗
と
一
緒
に
歩
い
て
入
祭
し
ま
す
。

　

渡
御
の
際
は
鳥
居
か
ら
境
内
を
走
り
な

が
ら
八
幡
神
社
前
ま
で
行
き「
さ
し
」ま

す
。次
に「
さ
し
」た
ま
ま
安
房
神
社
へ
向

か
い
更
に「
さ
し
」、最
後
に
高
皇
産
霊
神

社
御
借
屋
に
行
き「
さ
し
」、そ
れ
か
ら
競

う
よ
う
な「
も
み
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。境

内
で
は
莫
越
山
神
輿
と
高
井
神
輿
が
神
輿

歌
に
合
わ
せ
て
神
輿
が
真
横
に
な
る
程
に

も
み
を
繰
り
返
し
ま
す
。高
井
若
衆
の
力

強
く
担
ぐ
姿
は
観
客
を
魅
了
し
ま
す
。

　

二
日
目
の
神
輿
還
御
は
古
来
の
順
に

還
御
し
て
い
き
、高
皇
産
霊
神
社
は
最

後
か
ら
二
番
目
の
九
社
目
に
出
発
し
ま

す
。八
幡
宮
か
ら
太
鼓
の
合
図
と
同
時

に
境
内
へ
出
て「
も
み
さ
し
」を
繰
り
返

し
、時
間
と
共
に
八
幡
宮
を
後
に
し
て

地
元
高
井
ま
で
帰
り
ま
す
。高
皇
産
霊
神

社
に
つ
い
て
か
ら
は
来
年
ま
で
担
げ
な
い

と
い
う
思
い
と
と
も
に
最
後
の「
も
み
さ

し
」が
行
わ
れ
、高
井
の
神
輿「
安
房
国
司

祭
出
祭
」の
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内
容
等
に
つ
き
ま
し
て

ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


